
 

 

 

 

 

 

 

「コーチング推進コンソーシアム」（以下、「コンソーシアム」

という。）は、「スポーツ指導者の資質能力向上のための有識者

会議（タスクフォース）報告書」（平成 25 年７月）に基づき、

オールジャパン体制でコーチング環境の改善・充実に向けた取

組を推進するため、我が国を代表するスポーツ関係団体や大学、

クラブ、アスリートなどを構成員として設置（平成 26 年６月）

されたものです。 

 

我が国においては、2020 年オリンピック・パラリンピック東

京大会を契機として、世界に誇れる我が国のコーチングを確立

するとともに、2020 年以降も有形無形のレガシーとして、持続

可能なスポーツ立国の実現に向けた取組が一層求められてい

ます。 

 

そこで、コンソーシアムでは、全ての人々が自発性の下、年

齢、性別、障害の有無に関わらず、それぞれの関心・適性等に

応じてスポーツを実践する多様な現場でのコーチングを正し

い方向へと導くため、「グッドコーチに向けた『７つの提言』」

を取りまとめました。 

 

さらには、グローバル化が進展する現代において、国内はも

とより、諸外国で活躍するコーチなど、国際社会の中でコーチ

ングに関わる全ての人々にも参考としていただくことを期待

しています。 

 

今後、コンソーシアムの構成団体を通じて、７つの提言を広

く関係者に呼びかけ、コーチング環境の改善・充実を図ってい

くこととしています。 

 

 

 

平成 27 年３月 13 日 

コーチング推進コンソーシアム 

新しい時代にふさわしいコーチングの確立に向けて 

～ グッドコーチに向けた「７つの提言」 ～ 



グッドコーチに向けた「７つの提言」 
 
 
 スポーツに関わる全ての人々が、「７つの提言」を参考にし、新しい時代にふ
さわしい、正しいコーチングを実現することを期待します。 
 

１ 暴力やあらゆるハラスメントの根絶に全力を尽くしましょう。 
 暴力やハラスメントを行使するコーチングからは、グッドプレーヤーは決し
て生まれないことを深く自覚するとともに、コーチング技術やスポーツ医・科
学に立脚したスポーツ指導を実践することを決意し、スポーツの現場における
暴力やあらゆるハラスメントの根絶に全力を尽くすことが必要です。 
 

２ 自らの「人間力」を高めましょう。 
コーチングが社会的活動であることを常に自覚し、自己をコントロールしな

がらプレーヤーの成長をサポートするため、グッドコーチに求められるリーダ
ーシップ、コミュニケーションスキル、論理的思考力、規範意識、忍耐力、克
己心等の「人間力」を高めることが必要です。 

 

３ 常に学び続けましょう。 
自らの経験だけに基づいたコーチングから脱却し、国内外のスポーツを取り

巻く環境に対応した効果的なコーチングを実践するため、最新の指導内容や指
導法の習得に努め、競技横断的な知識・技能や、例えば、国際コーチング・エ
クセレンス評議会（ICCE）等におけるコーチングの国際的な情報を収集し、常
に学び続けることが必要です。 

 

４ プレーヤーのことを最優先に考えましょう。 
  プレーヤーの人格及びニーズや資質を尊重し、相互の信頼関係を築き、常に
効果的なコミュニケーションにより、スポーツの価値や目的、トレーニング効
果等についての共通認識の下、公平なコーチングを行うことが必要です。 

   

５ 自立したプレーヤーを育てましょう。 
  スポーツは、プレーヤーが年齢、性別、障害の有無に関わらず、その適性及
び健康状態に応じて、安全に自主的かつ自律的に実践するものであることを自
覚し、自ら考え、自ら工夫する、自立したプレーヤーとして育成することが必
要です。 

  

６ 社会に開かれたコーチングに努めましょう。 
  コーチング環境を改善・充実するため、プレーヤーを取り巻くコーチ、家族、
マネジャー、トレーナー、医師、教員等の様々な関係者（アントラージュ）と
課題を共有し、社会に開かれたコーチングを行うことが必要です。 

 

７ コーチの社会的信頼を高めましょう。 
  新しい時代にふさわしい、正しいコーチングを実践することを通して、スポ
ーツそのものの価値やインテグリティ（高潔性）を高めるとともに、スポーツ
を通じて社会に貢献する人材を継続して育成・輩出することにより、コーチの
社会的な信頼を高めることが必要です。 


